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第４話  街（まち）づくりは　　
　　　  あまり賛成ではないな

 　 公 おじさんと一緒に住んでいる 創 
こう そう

おじいさんが、こんなことを言い出

しました。

�    伸 ちゃんの花とみどりの道づくりは、どうやら実現に向けて動き出して
しん

　　よかったな。

�   ええ。地域のみなさんが快く協力してくれましたからね。

�   このような地域に根ざしたまちづくりは良いが、もう少し大きな 街（ま

　　ち）づくりとなると、わたしはあまり賛成しないな。

�   どうしてですか。

�   わたしの小さい頃は、道路が子供たちの遊び場だったし、あちこちに空

　　き地があって、それも自分たちで自由に使えたもんだよ。

�   そうでしょうね。

�   それが、今では危なくて子供も年寄りも、気軽に外にも出られないよ。　

　　道路を造れば、車道ばかり広くて歩行者や周りへの影響のことなど考え

　　てないし、騒音もひどくなる。空き地には大きな建物ができて遊び場は

　　なくなるし、近隣には日影や電波障害などの問題を起こしているだろう。

�   ええ。

�   それに、林や畑などをつぶして大規模な住宅団地を造ったりして、まち

　　がどんどん変わっていく。昔の風景はなくなるし、仲の良かった近所づ

　　きあいはぎすぎすするし、なにか良いことでもあったかね。

�   なかなかきびしい意見ですね。たしかに以前は、おじいさんの言うよう

　　な事も多かったですね。

�   「以前は」とは？

�   今から３０年ほど前の、昭和４０年代までの街づくりは、道路や住宅や公園

　　などの施設が不足していたものだから、どうしても、その役割というか、

　　働きを優先して造られたものが多かったんですね。

�   たしかにそうだな。難しくいえば、社会資本が不足している時代だった。

�   また、周辺に住んでいる住民や、環境などに対する配慮が不十分でした

　　ね。道路づくりは、自動車をいかにスムーズに、また大量に走らせるか

　　が目的でしたし、住宅団地もいかにたく

　　さんの戸数を確保するかが重要だったの

　　で、おじいさんのいうように、様々な問

　　題も出てきたんですよ。

�   それじゃ、今の街づくりはどうなって　

　　いるんだい？

　　次回は「今のまちづくりはどうなんだ？」です。お楽しみに。

　  　　

高
架
に
な
っ
て
駅
も
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た
桜
台
。
文
字
通
り
、
昔
は
千
川
と
石
神

井
川
の
桜
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
桜
の
名
所
に
ち
な
ん
で
、
昭
和　
１１

年
に
で
き
た
駅
が
「
桜
台
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

昭
和　

年
に
な
っ
て
町
名
も
練
馬
南
町
か
ら

３７

桜
台
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

地
元
の
有
志
の
方
々
に
よ
る「
桜
の
碑
」（
●１
 

）

が
歩
道
脇
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
千
川

も
暗
渠
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の

後
植
え
ら
れ
た
桜

並
木
は
、
今
で
も
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。「
桜
の
碑
」
を
後
に
し
て
、
唐

澤
博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

  　

目
白
通
り
に
出
て
環
七
の
豊
玉
陸
橋
近
く

の
住
宅
街
の
一
角
に
、
教
会
を
思
わ
せ
る
青

い
屋
根
の
建
物
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
が

唐
澤
博
物
館
（
●２
 

）、
旧
東
京
教
育
大
学
（
現

筑
波
大
）
名
誉
教
授
で
教
育
学
・
教
育
史
の

研
究
家
の
唐
澤
富
太
郎
博
士
の
個
人
博
物
館

で
す
。

　

さ
っ
そ
く
ア
ー
チ
型
の
門
扉
か
ら
館
内
へ
。

案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
は
博
士
の
娘
さ
ん
の

唐
澤
る
り
子
さ
ん
。館
内
は
ま
る
で
巨
大
な

古
美
術
店
の
よ
う
。平
成
5
年
に
開
館
し
た

建
物
は
、
明
治
時
代
の
学
校
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
建
て
ら
れ
た
と
か
。特
に
１
階
の
重
厚
で
モ

ダ
ン
な
手
す
り
の
階
段
は
、
明
治　

年
に
建

２０

築
さ
れ
た
鳥
取
県
の
小
学
校
に
あ
っ
た
も
の

を
移
設
し
、
館
の
設
計
も
こ
の
階
段
の
高
さ
に

合
わ
せ
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
と
か
。

太
い
柱
や
梁
、
床

に
い
た
る
ま
で
す

べ
て
博
士
ご
自
身

で
集
め
た
も
の
で
造
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

３
階
建
て
の
館
内
に
は
、
日
本
の
貴
重
な

建
物
や
文
化
の
喪
失
を
憂
え
た
博
士
が
、
長

い
年
月
を
か
け
て
日
本
各
地
か
ら
収
集
し
た

膨
大
な
資
料
の
一
部
７
千
点 
が
所
狭
し
と

並
ん
で
い
ま
す
。

　

１
階
は
、
学
校
教
育　

年
を
テ
ー
マ
に
展

１２０

示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
初
の
国
定
教
科
書
や

敗
戦
後
の
墨
塗
り
教
科
書
、
九
九
や
動
植
物

図
な
ど
の
掛
図
、「
学
問
ノ
ス
ス
メ
」
の
初
版

本
な
ど
、
実
物
が
語
る
生
の
迫
力
を
感
じ
ま

し
た
。
２
階
に
は
、
江
戸
期
の
寺
子
屋
が
実

物
で
再
現
さ
れ
、
文

具
や
玩
具
の
ほ
か
勝

海
舟
が
使
っ
た
と
い

う
筆
ま
で
も
あ
り
ま

す
。
３
階
に
は
暮
ら

し
を
テ
ー
マ
に
民
具

や
食
器
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
大
八
車
の
車
輪
を
は
め
込
ん
だ

飾
り
窓
や
、
玉
川
上
水
の
木
管
な
ど
実
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。「
教
育
は
学
校
だ

け
の
世
界
で
捉
え
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う

信
念
か
ら
、
遊
び
や
生
活
文
化
に
ま
で
広
げ

て
収
集
さ
れ
た
品
々
に
、
博
士
の
博
物
館
づ

く
り
の
原
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
費
で
こ
こ
ま
で
集
め
た
唐
澤
博
士
の
パ
ワ

ー
に
敬
服
し
ま
す
。

　

説
明
を
受
け
て
見
学
し
て
い
た
ら
１
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
。
個
人
の
博
物
館
で
こ
れ

だ
け
多
岐
に
わ
た
る
貴
重
な
資
料
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
全
国
で
も
あ
ま
り
な
い
の
で
は
。

一
度
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

し
ば
し
、
古
き
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
み
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　　　

唐
澤
博
物
館
か
ら
、
再
び
駅
へ
と
向
か
う

途
中
の
公
園
で
ひ
と
休
み
。
こ
の
区
立
中
新

井
公
園
（
●３
 

）
は
、
昭
和　

年
に
練
馬
区
最

１２

初
の
都
市
公
園
と
し
て
誕
生
し
た
歴
史
あ
る

公
園
。
彫
像
や
遊
水
池
も
あ
り
桜
や
楓
な
ど

の
樹
木
も
多
く
、
と
て
も
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
。
隣
は
豊
玉
第
二
小
学
校
、
春
に
は
満
開

の
桜
の
下
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　   　　
 
ひ
と
休
み
の
後
、
お
土
産
を
買
お
う
と
高

架
下
を
抜
け
て
駅
北
側
を
練
馬
駅
方
面
へ
。

昔
な
が
ら
の
木
造
平
屋
の
家
が
残
る
通
り
を
、

目
指
す
は「
銘
菓
ね
り
ま
大
根
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
つ
く
っ
て
い
る
「
和
菓
子
司
梅
む
ら
」
さ

ん（
●４
 

）。
小
さ
な
店
に
は
春
ら
し
い
彩
り
の

和
菓
子
が
並
ん
で
い
ま
す
。
店
名
に
あ
る

「
司
（
じ
）」
と
は
自
家
製
造
の
意
味
。
練

馬
大
根
を
か
た
ど
っ
た
「
ね
り
ま
大
根
ま
ん

じ
ゅ
う
」
は
形
や
色
も
か
わ
い
ら
し
く
、
し

っ
と
り
上
皮
と
、
甘
さ
控
え
め
こ
し
餡
が
人

気
の
一
品
。「
菓
子
は
心
を
こ
め
て
作
る
も

の
」
と
の
言
葉
に
、
ご
主
人
今
野
三
郎
さ
ん

の
和
菓
子
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
し

た
。
実
直
な
職
人
気
質
の
ご
主
人
と
明
る
く

気
さ
く
な
奥
さ
ん
と
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

今
回
は
主
に
南
口
を
歩
い
て
み
ま
し
た
が
、

北
口
の
石
神
井
川
沿
い
に
は
広
徳
寺
や
高
稲

荷
神
社
な
ど
古
刹
や
名
所
が
多
く
散
策
コ
ー

ス
と
し
て
い
つ
か
紹
介
し
た
い
も
の
で
す
。

今
度
は
是
非
、
文
字
通
り
桜
の
季
節
に
来
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

● 
唐
澤
博
物
館
（
練
馬
区
豊
玉
北
3
の
５
の
５
）

● 
和
菓
子
司
梅
む
ら
（
練
馬
区
桜
台
４
の
４
の　

）
１０

● 
中
新
井
公
園
（
豊
玉
上
２
の　

の
１
）

１８

�
輸
入
し
て
日
本
で
組
み
立

て
た
最
初
の
ピ
ア
ノ
や
蓄
音

機
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

▲練馬区公園発祥の地
と書かれたレリーフ。

西
武
池
袋
線
桜
台
駅
南
口
か
ら
徒
歩　

分
。

１５

開
館
日
/
要
電
話
予
約　
�
０
３
（
３
９
９
１
）
３
０
６
５

入
館
料
/
大
人
７
０
０
円
・ 
中
高
生
３
０
０
円
・ 
小
学
生
２
０
０
円

　
　
　
　

※
希
望
者
に
は
館
内
説
明
あ
り

�
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
の
懐
か

し
い
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
勢

揃
い
し
て
い
る
。

�
公
園
内
に
建
つ
彫
像
に
も
年

月
を
感
じ
ま
す
。

西
武
池
袋
線
桜
台
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
。

営
業
/
９
時　

分
〜　

時
・
火
曜
定
休　

３０

２０

          �
０
３
（
３
９
９
２
）
３
９
１
４

　
　
　

※
地
方
発
送
も
受
け
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

※
毎
月
第
２
土
曜
は
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
で
す
。

�
開
業　

年
、
和
菓
子
作
り

３６

一
筋
の
ご
主
人
今
野
三
郎
さ

ん
と
奥
様
の
玲
子
さ
ん
。

�栃木県真岡市にあった寺子屋 �風格ある古い階段は今も健在

�
平
成　

年
第　

回
全
国

１０

２３

和
菓
子
大
博
覧
会
技
術
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
「
ね
り

ま
大
根
ま
ん
じ
ゅ
う
」。

ねりま大根まんじゅう
　　　　　  １個  １３０円 

�千川の桜を今に伝える桜の碑

変
わ
り
行
く

千
川
と
桜
の
街

陽
だ
ま
り
の

冬
の
公
園
で

ひ
と
休
み

お
土
産
は

大
根
ま
ん
じ
ゅ
う

江
戸
か
ら
昭
和

目
で
見
る
教
育
史

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

世
界

●１ 桜の碑　　　●２ 唐澤博物館
●３ 中新井公園　●４ 和菓子司梅むら

▲貴重な資料を一般
に公開するために、
改築した木造３階建
てのレトロな建物。


